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更なる残留塩素の低減更なる残留塩素の低減
化対策について化対策について

○塩素多点注入の導入調査について

技術部計画課

第９回おいしい水づくり推進懇話会
（平成２２年９月２７日）
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残留塩素低減化の取り組み状況

１．残留塩素濃度低減化試験の実施
平成２１年度末 ４０ブロック完了（６５％）

平成２２年度 ２２ブロック予定（１００％）

２．塩素多点注入設備導入の検討

平成２１年度末 基礎調査完了
平成２２年度 実施計画策定

３．水質自動監視装置の設置

平成２１年度末 ２４箇所設置済み（３９％）

平成２２年度 ３８箇所設置予定（１００％）

４．塩素注入管理の見直し（水温別に３段階から４段階）

平成２１年度末 １３浄・給水場変更済み（６８％）

平成２２年度 ６浄・給水場変更予定（１００％）
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給水栓の残留塩素濃度

０．０７０．７６０．８３平均値

－０．２～１．３０．３～１．３残留塩素の分布

－給水栓６０地点給水栓５０地点測定場所

低減できた濃度平成２１年度平成１８年度

(単位 ｍｇ/ℓ）
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現状と課題

○中期目標である年間平均残留塩素濃度０．６
㎎/ℓ以下については、全６２ブロックの低減化
試験が完了すると、達成される見込みである。

○長期目標としている年間平均残留塩素濃度
０．４㎎/ℓ以下を達成するには、更なる残留塩
素の低減化対策が必要である。

○現在の塩素注入システムでは、低減化に限
界があるため、多点注入方式の導入や受水
槽内の塩素消費の実態等を調査検討する必
要がある。
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基本的な考え方

○ 水質監視ポイント（６２ブロックに設置される

水質自動監視装置）における残留塩素濃度を

０、４㎎/ℓとするための方策について検討する。

○ 多点注入方式の導入は、現有施設では更
なる低減化に限界があり、導入により配水残

塩の低減が見込める機場を優先的に整備す
る。
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成田空港受水槽
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長期目標達成のための試算結果

「塩素消費量予測プログラム」により、６２箇所

の水質監視ポイントにおいて、０、４㎎/ℓとなるよ

う浄・給水場の初期残留塩素濃度を算出して解

析を実施したところ

○ ０、２㎎/ℓ以下の低残塩箇所の対策が必要

１３系統２１箇所

○ 多点注入設備の導入が必要

６浄・給水場
8

施設整備の優先順位

優先 

順位 
機場名 系統名 理由 

船橋給水場 (ｱ)高区系、 

(ｲ)低区系 

現状で追加塩素設備がない。 

春・秋期で 0.05mg/ℓ、最夏期で 0.1mg/ℓの系統間の

差がある 

1 

園生給水場 － 現状で追加塩素設備がない。 

※代替案として、柏井浄水場（西側）の系統別注入

がある 

3 誉田給水場 (ｱ)高区系、(ｲ)中区系、(ｳ)低区系 冬期で 0.1mg/ℓ、春・秋期、夏期で 0.2mg/ℓ、最夏期

で 0.3mg/ℓの系統間の差がある 

4 柏井浄水場（東側） (ｱ)第二誉田系、 

(ｲ)海浜 NT 系、送水系 

冬期、春・秋期で 0.05mg/ℓ、夏期、最夏期で 0.1mg/ℓ

の系統間の差がある 

5 姉崎分場 (ｱ)高区系、(ｲ)中区・低区系、 

(ｳ)送水系   もしくは、 

(ｱ)高区系、送水系、(ｲ)中区・低区系 

冬期、春・秋期、最夏期で 0.05mg/ℓ、夏期で 0.1mg/ℓ

の系統間の差がある 

6 幕張給水場 (ｱ)花見川東系、(ｲ)花見川西系、 

東関道北系 

春・秋期、夏期で 0.05mg/ℓ、最夏期で系統間に

0.1mg/ℓの系統間の差がある 
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給水場での塩素注入方式
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今後の取り組み（案）

１ 残留塩素低減化試験の実施

現有施設で更なる残留塩素の低減化が図れる機

場を対象に実施（柏井浄水場、北総浄水場、北船

橋給水場等）

２ 塩素多点注入設備の導入

耐震工事及び設備更新工事に併せて多点注入設

備を導入（船橋給水場、園生給水場、誉田給水場）

３ 受水槽内の塩素消費量実態調査

受水槽内の塩素消費の実態を調査し、適正管理の

あり方を検討（検討委員会を設置予定）
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ご静聴ありがとうございました


